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　物理問題Ⅱ
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　物理問題Ⅲ
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問１　 z = zl と z = zl+1 のΔzでの間の位置エネルギーの変化量をΔUl とすると，
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よって，円筒内の気体分子の位置エネルギーの総和 U は，
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【解説】

Ⅰ

ア　 0 = mg − kvf ⇐⇒ vf =
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と vf − v = −vより，
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ウ　 vf = g × m

k
= g × τ1

エ　 |2vf − vf| = |vf − 0|から，同じ時間に vf となる。したがって，③

オ　 0 = mg − cvt
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ここで，与えられた近似を用いて，
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より，
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したがって，τ2 =
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キ，ク　時間が 3.0 s以降では，落下距離のグラフはほぼ直線なので終端速度になっているとし

て，v1 = 5.8〔m/s〕，v2 = 8.2〔m/s〕

問１　解答参照。
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√
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コ　m2 = 2.0〔kg〕のとき，τ2 =
8.2

2g
= 0.42〔s〕

それぞれの終端速度に近づいていく時間は実験２の方が実験１の
√
2倍となる。したがっ

て，④

サ　円柱は時間Δtで vΔt進むからその体積を考えて，Δm = ρ× Sv ×Δt

シ　運動量保存の法則より，

mv = (m+ ρSvΔt)(v +Δv)

右辺を展開して微小量の２次を無視すると，mv +mΔv + ρSv2Δt

よって，m
Δv

Δt
= −ρS × v2



【解説】

Ⅱ

イ　 x軸方向は等速運動だから，t =
l
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ロ　 y軸方向の加速度を aとおくと，
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ニ　直線 PQと x軸のなす角を θ とすると，tan θ =
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ヘ　求める速さを vとして，1

2
mv2 = e

V

d
y ⇐⇒ v =

√
2eV

md
y

ト　ヘの結果に，v =
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Bd
，y = yU を代入して，
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チ　求める加速度を a′ として，運動方程式より，
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リ　電場により y軸負の向きに加速される。さらに y軸負の向きの速度により，x軸正の向きに

ローレンツ力を受ける。したがって，①

ヌ　 yU =
2mV

eB2d
より，d− yW =

2MV

eB2d
，ここで，M > mより，

yU < d− yW 　したがって， ①

（３）　向かいの極板に電子が到達しない条件は，
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よって，これを満たすときは，電流が 0となることに注意してグラフを描く。



【解説】

Ⅲ

あ　体積 SΔzに含まれる nlSΔz個の質量より，mnlSΔz

い　 Pl+1 − Pl = −mnlSΔz · g
S
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う　 Pl = nlkT ⇐⇒ nl =
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問１　解答参照。

か　底面にはたらく力のつりあいより，

P0S = Nmg ⇐⇒ N =
P0S
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き　解答参照。
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kより，重力場がないときと比較して大きい。したがって，①
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P (h)S = Mg ⇐⇒ P (h) =
Mg

S
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